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（仮称）世田谷区立千歳船橋西自転車等駐車場の指定管理者候補者の選定結果について 
 
 

（付議の要旨） 
（仮称）世田谷区立千歳船橋西自転車等駐車場の指定管理者の候補者について、適格性の

審査を実施し、指定管理者の候補者として選定したので、報告する。 
 
１ 主旨 
世田谷区自転車条例（以下「条例」という。）の一部改正を条件として、（仮称）世田谷

区立千歳船橋西自転車等駐車場の指定管理者の候補者の適格性の審査を実施し、平成３０

年１０月からの指定管理者の候補者を選定した。 
今後は、当該候補者を指定管理者として指定するための議案及び、条例の一部改正の議

案を平成３０年第３回区議会定例会に提出する。 
 
２ 施設名称及び指定管理者の候補者名等 
（１）施設名称 （仮称）世田谷区立千歳船橋西自転車等駐車場 

（２）施設所在地 世田谷区桜丘五丁目２１番（別紙１「案内図」参照） 

（３）指定管理者の候補者名及び所在地  

   公益社団法人 世田谷区シルバー人材センター 会長 清宮茂光   

東京都世田谷区宮坂一丁目２４番６号 
 

３ 指定期間 

平成３０年１０月１日から平成３３年３月３１日まで（２年６ヶ月間） 
※ 他の自転車等駐車場の指定期間（平成３３年３月３１日まで）に合わせ、次の指定

期間に効率的な制度運営を図るため、本指定期間を５年未満とする。 

 
４ 選定方法等 

（１）選定方法 

本件は、街づくり事業用地の暫定的な活用による小規模施設であり、単体での指定

管理には適さないこと、近隣の区立自転車等駐車場の指定管理者による管理が効率的

であることから、条例施行規則第２１条の２により設置された世田谷区区立自転車等

駐車場指定管理者選定委員会において、公募によらず適格性の審査により候補者の選

定を行うこととした。 

   審査に当たっては、事前に選定委員会各委員に事業計画書等各関係書類を送付し、

内容の確認や不明な点などについて整理してもらうとともに、財務審査については外

部の税理士に評価を依頼した。 

選定委員会においては、事業者によるプレゼンテーション及びヒアリングを実施し

た。 

以上のとおり、事業計画書等の審査、財務審査及びヒアリングを実施し、指定管理

者の候補者を選定した。 



（２）選定委員会開催状況 

   第１回選定委員会 平成３０年２月２日（審査方法等の審議） 

第２回選定委員会 平成３０年７月２日（ヒアリング、総合評価） 

 

（３）選定委員会の構成 

氏  名 役 職 ・ 所 属 等 
綾野  康子 東京税理士会世田谷支部副支部長 
寺内  義典 国士舘大学教授 
稲垣  具志 日本大学助教 
原   貴江 世田谷区立小学校ＰＴＡ連合協議会会長 
三羽  和彦 世田谷区町会総連合会副会長 

○五十嵐 慎一 世田谷区土木部長 
堂下  明宏 世田谷区道路・交通政策部交通政策課長 

  〇は会長 
 
５ 選定結果 

 条例第２３条の２第３項に規定する審査基準に基づき、事業計画書等の審査、財務審査

及びヒアリングの結果を総合的に評価した結果、「適格」であるとの評価を受け、公益社団

法人世田谷区シルバー人材センターを指定管理者の候補者として選定した。 

詳細については、別紙２「選定結果表」を参照。 

 
６ 選定理由 
選定団体は、指定管理者として区立自転車等駐車場を長年に渡り管理運営してきており、

豊富な実績とノウハウを有している。 
また、すでに管理運営を行っている千歳船橋地域の自転車等駐車場との連携により、利

用者の誘導や経費縮減など効率的な運営が期待できることが大きな強みである。 
なお、財務審査における経営状況については評価が低かった。公益社団法人は、収支の

均衡が求められているが、過年度決算において正味財産（資産から負債を除いたもの）の

増加があった。そのため、数年かけて計画的に黒字分を公益事業に投入し、収支のバラン

スが拮抗するよう努めてきた。しかし、休職者補充や事務局体制強化等に係る人件費の増

加により、平成２８年度から平成２９年度にかけて実質的な赤字となった。今後は、計画

的な人員配置に基づき、より適正な経費支出に取り組み収支の均衡を計っていくとの説明

があり、選定委員の理解が得られた。 

以上のことから、公益社団法人世田谷区シルバー人材センターを指定管理者の候補者と

して選定した。 
 
７ 今後のスケジュール（予定） 

平成３０年 ９月   公共交通機関対策等特別委員会（選定結果、議案の報告） 
             第３回区議会定例会 

（指定管理者の指定、自転車条例の一部改正の提案） 
１０月１日 指定管理者による管理運営開始（１１月１日～施設開設） 
 



別紙１ 
 

案 内 図 
 

世田谷区桜丘五丁目２１番 
 
 

千歳船橋駅 

城山通り 

千歳通り 

整備予定箇所 
（駅徒歩 2分 30秒） 

区立千歳船橋南自転車等駐車場 

（有人管理：世田谷区シルバー人材センター） 

区立千歳船橋北自転車等駐車場 

（有人管理：世田谷区シルバー人材センター） 



別紙２

１　団体名

   公益社団法人　世田谷区シルバー人材センター　

２　評価結果

評価項目 配点 得点

管理概要 100 95

管理体制 100 90

個人情報保護 75 61

雇用計画 100 68

研修計画 75 52

利用料金 50 46

収支計画 150 106

事業計画 300 210

事業提案 150 100
経営状況
(財務審査) 150 50

合計
1,250 878

合格基準点：合計の７０％以上＝８７５点

選定結果表



＜参考資料１＞ 

会議録要旨 

会議名 平成２９年度第２回世田谷区区立自転車等駐車場指定管理者選定委員会 

担当部署 土木部交通安全自転車課 

開催日時 平成３０年２月２日（金）午前１０時～午前１１時 

開催場所 世田谷区役所第二庁舎大会議室 

出席者 五十嵐委員、綾野委員、稲垣委員、木村委員、堂下委員 

会議次第 

１．開会 

２．審議事項 

第１号 指定管理者の選定方法について 

（審査項目の追加、配点の変更、合格基準点の設定） 

第２号（仮称）千歳船橋西自転車等駐車場の指定管理者の候補者の選定について 

（「特別の事情」により公募によらず指定管理者の候補者を選定することの可否） 

３．今後の予定 

主な意見 

（１）審議事項第1号について 

【委員からの意見・確認等】 

・障害を理由とする差別解消の推進に関する取組みについて 

・今まで障害のある利用者とトラブルになった事例や、良い事例について 

⇒審議事項第１号について、了承された。 

 

（２）審議事項第２号について 

【委員からの意見・確認等】 

・土地の暫定利用期間について 

・過去に「特別の事情」により判断した事例について 

・千歳船橋駅周辺地域の駐輪場の需要動向について 

・区立の千歳船橋の駐輪場の収容台数について 

・千歳船橋駅周辺地域の他の区立自転車等駐輪場の待機者について 

・２４時間利用とした理由について 

・千歳船橋南の利用率について 

⇒審議事項第２号について、了承された。 

 



＜参考資料２＞ 

会議録要旨 

会議名 平成３０年度第１回世田谷区区立自転車等駐車場指定管理者選定委員会 

担当部署 土木部交通安全自転車課 

開催日時 平成３０年７月２日（月）午後２時～午後４時半 

開催場所 世田谷区役所領域第一会議室 

出席者 五十嵐委員、綾野委員、原委員、三羽委員、堂下委員 

会議次第 

１．開会 

２．選定委員会について（選定委員会の所掌事項の確認） 

３．委員の紹介 

４．審議（ヒアリング、評価、集計、指定管理者候補者決定） 

（仮称）千歳船橋西自転車等駐車場の指定管理者候補者の適格性の審査について 

（仮称）駒沢第二自転車等駐車場の指定管理者候補者の選定について 

５．今後の予定 

主な意見 

（１）審議（千歳船橋西） 

【委員からの意見・確認等】 

・一般管理費が０円となっていることについて 

・千歳船橋北の管理人が巡回することによる千歳船橋北の管理体制について 

・収支差額の区への納付割合の見直しについて 

・千歳船橋西の利用率について 

・千歳船橋西が開設されることによる千歳船橋北の混雑解消について 

⇒事業計画書の説明、質疑応答に基づき、各委員が採点を行った。 

 

（２）集計結果の発表、指定管理者候補者の決定（千歳船橋西） 

【委員からの意見・評価】 

・指定管理者として区立駐輪場を長年に渡り管理運営してきており、豊富な実績とノウ

ハウを有している。 

・すでに管理運営を行っている千歳船橋地域の駐輪場との連携により、利用者の誘導や

経費縮減など効率的な運営が期待できる。 

⇒千歳船橋西の指定管理者候補者を同法人とすることを決定した。 

 

（３）審議（駒沢第二） 

【委員からの意見・確認等】 

・１Ｆに月ぎめを多く設定した理由について 

・時間ぎめの利用率２００％の根拠について 

・時間ぎめラックの満車時の対応について 
・ＯＪＴの取り組み内容について 

⇒事業計画書の説明、質疑応答に基づき、各委員が採点を行った。 

 

（４）集計結果の発表、指定管理者候補者の決定（駒沢第二） 

【委員からの意見・評価】 
・Ａは、指定管理者として区立駐輪場を長年に渡り管理運営してきており、豊富な実績

とノウハウを有している。 
・約３，０００名もの登録会員を有していることから、人材の確保が容易であり、経験

豊富な人員を配置することが可能であるため、安定的・継続的な駐輪場の管理運営が期

待できる。 
・駒沢駐輪場との連携により、駒沢駐輪場の混雑解消も期待できる。 

⇒駒沢第二の指定管理者候補者をＡとすることを決定した。 
 


